
阪神・淡路大震災20年追悼シンポジウム

Community Initiative in Disaster Recovery and the Role of Universities
- Commemoration of the 1995 Hanshin-Awaji Earthquake -

コミュニティ主導の
災害復興と
大学の役割

主催：徳島大学地域創生センター、徳島大学・美波町地域づくりセンター
　　　神戸大学震災復興支援プラットフォーム

共催：美波町

阪神・淡路大震災 20 年に当たり、
第１部では海外の災害復興の経験か
ら学び、第２部では 1.17 と 3.11
の２つの震災における教訓を、神戸
そして東北から徳島・美波町へつな
ぎます。

入場
無料

14：00～17：30
美波町西の地公民館 大集会室

2015年1月17日 土

14：00 − 14：15	 開会挨拶	
14：15 − 14：45	 「インドネシア・アチェ 2004 年スマトラ津波からの復興」
	  シャクアラ大学津波減災研究センター		タクワディン教授、アルビシャーリン講師	
15：00 − 15：15	 「ニュージーランド 2011 年クライストチャーチ地震の経験」
	  ニュージーランド人権委員会		マイケル・ホワイト上級法律専門家	
15：15 − 15：30	 「トルコ数百年の災害対策の教訓」　スレイマン・デミレル大学		トルガ・オズデン研究助手	
15：30 − 16：00	 質疑応答＆休憩

第１部　海外の災害復興の経験から学ぶ（日英逐語通訳）

16：00 − 16：30	 「被災地復興支援からの教訓」　岩手大学地域防災研究センター		菊池義浩特任助教	
16：30 − 17：00	 「阪神淡路大震災の教訓」　豊田利久神戸大学名誉教授	
17：00 − 17：30	 質疑応答＆閉会挨拶

第２部　神戸そして東北から徳島へ：教訓をつなぐ


